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毎月１日・１５日発行

平成 21年（2009年）

７／15号
No. 1009

が
あ
り
ま
す
。
神
社
の
門
前
町
に

は
、
榛
名
神
社
に
参
拝
す
る
「
榛

名
講
」
の
方
た
ち
を
受
け
入
れ
て

き
た
宿
坊
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　

今
で
も
宿
坊
で
は
、「
宿
坊
料

理
」と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た「
門

前
そ
ば
」
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

く
だ
も
の
街
道

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
群
馬
県

一
の
生
産
量
を
誇
る
ナ
シ
、
モ
モ
、

プ
ラ
ム
が
出
回
り
ま
す
。
特
に
国

道
４
０
６
号
線
沿
い
に
は
、
１
０

０
軒
以
上
の
果
物
直
売
所
が
立
ち

並
び
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

　

▼
ナ
シ　

明
治
時
代
か
ら
栽
培

が
始
ま
り
、
生

産
量
は
県
内

一
を
誇
り
ま

す
。
種
類
が
豊

富
に
あ
り
、
水

分
と
甘
味
た

っ
ぷ
り
で
す

　

▼
モ
モ　

７
月
中
旬
～
８
月
下

旬
の
真
夏
が
旬
で
す
。
は
じ
け
ん

ば
か
り
の
果
汁
と
果
肉
が
鮮
や
か

な
モ
モ
で
す

　

▼
プ
ラ
ム　

榛
名
は
標
高
や
気

温
が
プ
ラ
ム
栽
培
に
適
し
て
い
て
、

県
内
唯
一
の
産
地
で
す
。
品
種
が

豊
富
に
あ
り
、
甘
く
て
お
い
し
い

榛

名

湖

周

辺

　

榛
名
湖
は
、
東
西
１
㌔
㍍
、
南

北
１
・
８
㌔
㍍
に
広
が
る
榛
名
山

の
噴
火
で
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で

す
。「
湖
畔
の
宿
」
の
モ
デ
ル
と
し

て
も
有
名
で
す
。
遊
覧
船
で
湖
面

を
渡
る
風
を
感
じ
な
が
ら
の
湖
上

散
歩
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

ま
た
、
榛
名
富
士
へ
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
山
頂
へ
上
が
れ
ば
、
遠

く
は
富
士
山
、
赤
城
山
、
谷
川
連

峰
、
日
本
ア
ル
プ
ス
等
の
雄
大
な

パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。

榛

名

神

社

　

榛
名
山
中
腹
に
位
置
す
る
榛
名

神
社
は
、
１
４
０
０
年
の
歴
史
を

持
ち
ま
す
。
ま
た
、
同
神
社
に
は

国
指
定
重
要
文
化
財
の
社
殿
を
始

め
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
矢

立
ス
ギ
」
等
、
多
く
の
貴
重
な
文

化
財
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
見
所

プ
ラ
ム
で
す

　

▼
梅　

生
産
量
、
栽
培
面
積
は

東
日
本
一
で
す
。
３
月
に
な
る
と

至
る
所
か
ら
梅
の
香
り
が
漂
い
、

観
梅
時
期
に
は
多
く
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
梅
干
し
を
は
じ

め
、
梅
酒
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
カ
リ

カ
リ
梅
、
梅
エ
キ
ス
等
、
多
数
の

梅
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す

榛
名
歳
時
記（
夏
～
秋
）

　

▼
８
月
７
日
（
金
）　

榛
名
の

祭
り　

花
火
大
会
（
榛
名
湖
畔
）

　

▼
８
月　

日
（
土
）　

榛
名
ふ

１５

る
さ
と
祭
り　

商
工
祭
花
火
大
会

（
烏
川
河
川
敷
）

　

▼
８
月　

日
（
日
）　

は
る
な

２３

の
梨
ま
つ
り
（
榛
名
湖
畔
）

　

▼　

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１０

１７

１８

　

榛
名
ふ
る
さ
と
祭
り
（
榛
名
支

所
前
広
場
）

榛
名
湖
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

▼
車
で　

関
越
自
動
車
道
「
渋

川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ
」
か
ら　

分
４０

　

▼
電
車
・
バ
ス
で　

Ｊ
Ｒ
高
崎

駅
か
ら　

分
９０

榛名地域宿泊施設

部屋数収容
人数

電話番号
市外局番０２７施　設　名

７室３０人３７４･９０３３甲子亭別館

６室３０人３７４･９５１１湖 畔 亭

７室３０人３７４･９３２１四 季 亭

５室１５人３７４･９２５３つ る や

９室４０人３７４･９３５０天 狗 亭

２６室９６人

３７４･９２１１

榛 名 湖 温 泉
ゆうすげ元湯

１０室４８人湖 畔 荘

５棟４０人コ テ ー ジ

１８室９８人３７４･９１３１レークサイド
ゆ う す げ

１４室４０人３７４･９１１１ふ じ や

９室５０人３７４･９１０７旅 館 高 原

１０室５０人３７４･９４２１榛 名 湖
ヘルスセンター

６室３０人３７４･９２１７ロマンス亭

２８室１３０人３７４･９７１１国 民 宿 舎
榛名吾妻荘

１２室５８人３７４･９６１１セゾン・ド・ 
は る な

「
暮
ら
し
の
し
お
り
」
へ

　
　

広
告
を
掲

広
告
を
掲
載載
し
ま
せ
ん
か

ー
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
園
や
小
・
中
学
校

の
給
食
等
に
も
登
場
し
、
大
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
【
募
集
部
門
】
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

　
【
内
容
】野
菜
を
２
種
類
以
上

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

　
【
応
募
用
紙
の

配
布
場
所
】
健
康

課
（
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
内
）、学

務
課
（
市
役
所
６

階
）、
保
育
課
（
同

２
階
）。７
月　

日
１５

（
水
）
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す

　
【
募
集
方
法
】７
月　

日（
水
）

１５

～
９
月　

日
（
金
）
に
（
消
印

１８

有
効
）、応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
０

０
３
３
、
滝
山
４
ノ
３
ノ　

、
１４

　
「
朝
食
に
も
う
一
品
！　

野

菜
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
忙
し

い
朝
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
前
回
の

優
秀
作
品
「
も
や
ピ
ー
の
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
炒
め
」「
朝
食
ピ
ッ
タ
ン

コ
」「
ポ
ン
酢
野
菜
」
等
は
、
広

報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
、
健

康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
あ
て
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
を
（
電
子

メ
ー
ル
も
可
）

　

詳
し
く
は
同
係
緯
４
７
７
・

０
０
２
２
へ
。

トマトの中にチーズと卵が入っトマトの中にチーズと卵が入ったた
「朝食ピッタンコ「朝食ピッタンコ」」

油を使わないヘルシー料油を使わないヘルシー料理理
「ポン酢野菜「ポン酢野菜」」

「もやピーのマヨネーズ炒

め」は中学校給食に、「朝食

ピッタンコ」は小学校給食に、

「ポン酢野菜」は保育園の給

食に、それぞれ登場し人気を

集めました。
もやし、ツナ、マヨネーズ等を使っもやし、ツナ、マヨネーズ等を使ったた
「もやピーのマヨネーズ炒め「もやピーのマヨネーズ炒め」」

　

上
毛
（
じ
ょ
う
も
う
）
三
山
の
一
つ
、
榛
名
山
の
山
麓
（
ろ

く
）
に
広
が
る
高
崎
市
榛
名
地
域
は
、
雄
大
な
風
景
と
歴
史
、

自
然
の
恵
み
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
で
す
。
町
の
こ

ろ
か
ら
東
久
留
米
市
と
の
交
流
を
続
け
て
き
た
榛
名
地
域
は
、

今
も
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
榛
名
地
域
で
の
さ
わ
や
か
な
夏
の
過
ご
し
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・
長
寿
医
療
制
度
の
負
担
割
合
を
８
月
に
見
直
し　
　
　
　

２
面

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
等
の
現
況
届
の
提
出
を　
　
　
　
　

３
面

・
市
民
文
化
祭
へ
の
参
加
者
、
参
加
団
体
を
募
集　
　

４
・
５
面

・
市
平
和
事
業
「
平
和
祈
念
写
真
展
」
を
開
催　
　
　
　
　

７
面

１４００年の歴史があり、文化財等の見所も多い「榛名神社１４００年の歴史があり、文化財等の見所も多い「榛名神社」」

「水中花火」が夏の夜空と榛名湖畔を彩りま「水中花火」が夏の夜空と榛名湖畔を彩りますす

◆健康課メールアドレス
kenko@city.higashikurume.lg.jp

　

市
内
に
転
入
手
続
き
を
さ
れ

た
方
へ
配
布
し
て
い
る
、
市
役

所
の
業
務
等
を
紹
介
し
た
「
暮

ら
し
の
し
お
り
」
に
広
告
を
掲

載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
基
準
】公
共
性
と
品
位
を
損

な
わ
な
い
も
の
。
政
治
・
宗
教

活
動
、
意
見
広
告
と
個
人
宣
伝

な
ど
は
除
き
ま
す

　
【
発
行
部
数
】約
４
０
０
０
部

　
【
掲
載
位
置
】
同
し
お
り
（
Ａ

４
判
、
２
色
刷
り
）
巻
末

　
【
掲
載
料
金
】全
ペ
ー
ジ
＝
６

万
４
０
０
０
円
▽
２
分
の
１
ペ

ー
ジ
＝
３
万
２
０
０
０
円
▽
４

分
の
１
ペ
ー
ジ
＝
１
万
６
０
０

０
円
▽
８
分
の
１
ペ
ー
ジ
＝
８

０
０
０
円

　

※
広
告
の
版
下
は
、
市
指
定

の
方
法
に
よ
り
、
広
告
主
の
負

担
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

申
し
込
み
は
８
月　

日（
月
）

３１

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
所
定
の

申
込
書
（
企
画
調
整
課
秘
書
広

報
担
当
〈
市
役
所

４
階
〉
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
〒

２
０
３
儿
８
５
５

５
、
市
役
所
企
画

調
整
課
秘
書
広
報

担
当
あ
て
郵
送
を
。

電
子
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ク
ス（
４
７
０
・

７
８
０
４
）
ま
た

は
直
接
同
担
当
へ

持
参
も
可
。

　

※
申
込
書
は
７
月　

日（
水
）

１５

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７

０
・
７
７
０
８
へ
。

◆企画調整課秘書広報担当メールアドレス
hishokoho@city.higashikurume.lg.jp
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　市では、榛名湖周辺の宿泊施
設と契約を結び、利用料金の助
成（１,０００円。６歳以上の市民で、
１年度につき一人１泊を限度。
利用の際は「宿泊施設利用券」
が必要です）をしています。
　利用券の交付は、右表の宿泊
施設に直接予約した上で、認め
印を持参して生活文化課（市役
所２階）で申請してください。
　※利用料金は、各施設に直接
問い合わせてください。

ご利用くださご利用くださいい

榛名地域榛名地域 
宿泊助成制宿泊助成制度度


